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　新そばだけに味わって欲しい････けれど････

優勝・教育委員会の「すぎだ(?)マツタケ」 慎重に積む近藤政男さん

　まちなかイベント“へっちょまつり”（主催・まちなか
活性化協議会ほか）は10月17日、ＪＲバス葛巻駅構内
で、１㌔の新そば早食い大会やテーマが“山の幸”の薪
積み選手権が行われ、のべ1,600人が秋のイベントを楽
しみました。そばの早食いには初めて女性がチャレンジ。
５分間で高さを競う薪積み（個人の部）も初めて実施し
ました。結果は次のとおりです。

　☆新そば早食い　
　　優　勝　深澤口　和　則さん（野　中）４分32秒
　　第２位　触　沢　　　晃さん（田　野）５分34秒
　　第３位　櫻　田　　　慎さん（田　子）７分21秒
　　自治会連合会特別賞
　　　　　　山　岸　　　梓さん（小　田）11分15秒
　☆薪積み（団体）
　　優　勝　教育委員会55まなびぃチーム
　　第２位　総務企画課30代チーム
　　第３位　商工会Ｂチーム
　☆薪積み（個人）
　　優　勝　近　藤　政　男さん（田　子）160.5㎝
　　第２位　六　角　竹　美さん（寺　田）149.0㎝
　　第３位　打田内　敏　和さん（四日市）136.0㎝
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　第36回くずまき町民まつりは10月23日と24日の２日間、町社会
体育館とＪＡモウモウ館で開催されました。
　さわやかな秋晴れの下、のべ7,600人の来場者はステージイベン
トや体験コーナーなど多彩なイベントを楽しみました。今年の目玉
は、救急車や白バイなど「はたらく車」の試乗体験。たくさんの親
子連れが訪れ、ポーズをとって記念写真を撮影していました。

①白バイ乗って、おもわず
ニッコリ　②山の幸染めの
体験　③みんなドキドキ抽
選会　④マラキ先生は英語
で読み聞かせ にぎやかに町民まつり
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この緑を大切に受け継ぎ、育て、
そして未来へ伝えていく

①子どもたちから大人
気だったキャラクター
「間伐くん」　②緑の誓
いを力強く宣言した葛
巻地区森林愛護少年団
の子どもたち
③こいわの森で記念標
柱を建てる達増知事、
鈴木町長、佐々木会長
ら　④間伐の作業を体
験する参加者　⑤森の
館ウッディの駐車場は、
開会式、昼食とアトラ
クションでにぎわい
ました　⑥「はいっ」。
声をかけて手渡しで薪
を運ぶ子どもたち　⑦
恐る恐る手を取り合い
山ぶどう踏みを体験　
⑧短時間で作り上げる
チェーンソーアートに
林業関係者はくぎ付け
　⑨大きな鍋できのこ
汁が作られ参加者に振
る舞われました
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